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（TP、OP、IP、Ca-P、Al-P、Fe-P）を分析した。BC では上下層のほとんどの項目で BB よりも低
い値を示し、BC の土壌上層は、CC に近しい値を示した。CB 上層では pH、Ex.Ca、Ex.Mg、無機態
窒素、IP、Ca-P において CC よりも有意に高く、Inorg-N 以外は BB に近い値を示した。下層の C/N
比以外の項目では CB と CC はほとんど同等で、BB よりも低い値を示した。樹種交替したサイトの
土壌上層部は現在の樹種の影響を大きく受け、一方、下層土壌では樹種交替のパターンによって
影響は異なっていた。BC では下層においても現在樹種の影響を大きく受けていたが、CB では 50
年程度経過していても樹種交替前の樹種（針葉樹）の影響が残ることが示唆された。Toyota et al.
（2010）が明らかにしている広葉樹サイトでの炭素の動態：1）表層性ミミズによるリターの摂食、
2）ヒトツモンミミズによるリター由来炭素の土壌への持ち込み、3）地中性ミミズによる表層土
壌から下層土壌への移動と合わせて考察し、広葉樹サイト（BB）においては表層性と地中性のミ
ミズが多く存在しこれら 2 タイプのミミズが連携して地表→表層土壌→下層土壌への有機物や養
分移動を促進し土壌下層部まで養分が多く、表層性ミミズの少ない BC、CC サイトおよび地中性ミ
ミズの少ないCBサイトにおいてはこれらの2タイプの連携がなく土壌下層部における養分が乏し
くなることを推察した。この研究により、樹種交替による土壌化学性の変化はリターの質の違い
だけでなく、ミミズの構成によっても影響されている事が確認された。 
 
 以上のように本研究は、土壌動物、特に大型土壌動物のヤスデやミミズが土壌特性に及ぼす影
響について、生息環境（餌、種及び生育密度、植生など）の変化と関係づけて論じた研究は数少
なく、生態系の変化と土壌動物の相互作用について重要な知見を得ており、学位論文として十分
な価値を有するものと判定した。 
 
